
土壌凍結深制御手法の高度化・理化学性改善技術への拡張と情報システムの社会実装
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雪割り（圃場内機械除雪）による土壌凍結深制御手法は、十勝地方での野良イモ対策として広く普及した。

一方、オホーツク地方では、本手法が砕土性向上、土壌窒素の溶脱抑制等の土壌理化学性改善を目的とし

た技術へ拡張されつつある。さらに、シストセンチュウ対策としては、土壌移動リスクが少ない雪踏み（圃場内

機械圧雪）による野良イモ対策が早急に望まれている。そこで、これらの課題に対応するために、土壌凍結

深制御技術の拡張を図り、より高度化した情報システムを構築し、生産現場に普及・定着させる。

① 土壌凍結深制御の情報システムは、十勝地方では十勝農協連により管内の各JAに、オホーツクでは当初計
画のJAきたみらいに加えオホーツク農協連によりオホーツク全体を対象へと拡張される計画である。

② 雪割り・雪踏みの実施面積は十勝地方の5300haに加え、オホーツク地方では3600haに達し、当初の目標以
上の普及がプロジェクト期間内に図られた。

① 雪踏み過程における土壌凍結深推定モデルを開発した。ユーザーの実測が必要だった雪踏み後の積雪深を
自動計算し、最大土壌凍結深の推定精度も、よりモデル化が容易な雪割り過程と同等の7cmとなった。

② 輪作体系でジャガイモ収穫後に作付けされることが多い秋播小麦について、積雪深20cm未満での雪踏み作
業を避けて茎葉の損傷を防止すれば、小麦収量の確保と野良イモ対策が両立できることを明らかにした。

③ 野良イモ対策、タマネギ、テンサイ等の各種畑作物、並びに、飼料用トウモロコシの増収や作業性改善を効果
的に実施するための雪踏み、雪割りによる土壌凍結深制御の技術マニュアルを作成し、生産現場へ普及した。

④ 雪踏みによる土壌凍結深制御の情報システムは、雪割りと共にオホーツクと十勝の農協の営農情報システム
に搭載し、マニュアルを整備した。これにより両地域で生産者自ら土壌凍結深制御が可能な体制とした。
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① 野良イモ対策では、夏期農繁期の人力での作業から冬の農閑期の機械作業へ移行でき、作業時間は人力作
業の数十時間/haから１～数時間/ha作業と大幅に減少する。その費用削減効果は数万～10万円/haとなる。
畑地の生産力向上では、砕土性向上による作業性改善で数千円/haの節減、作物の増収効果は移植テンサイ、
ダイズ等の畑作物で数万円/ha、タマネギで20万円/ha以上の増益見込みとなる。農家１経営体当りで１００万
～ ２００万円程度の増益、道東全体では数億～10億円以上の経済効果が見込まれる。

② 我が国のジャガイモ、タマネギ等の生産量の圧倒的シェアを占めている北海道の大規模畑作の生産性をより
強化するとともに、化学農薬の使用を削減して安全・安心な食料の安定的供給が図られることで、国民の食生
活に寄与できる。
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【今後の開発・普及目標】
① 2年後（2021年度）は、多雪・非土壌凍結地帯（道央、道北など）における適用地域の拡大を目指す。
② 5年後（2024年度）は、病害虫対策のような土壌凍結深制御の適用技術の拡張を図る。
③ 最終的には、全道における土壌凍結深制御の拡大と技術拡張を図る。



問い合わせ先：農研機構北海道農業研究センター TEL 011-857-9212

（29017C）土壌凍結深制御手法の高度化・理化学性改善技術への拡張
と情報システムの社会実装

研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

実用化・普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

土壌凍結深制御手法の手段（雪割り＋雪踏み）と効果（野良イモ対策＋理化学性改善（砕土
性向上、窒素溶脱抑制））を高度化・拡張した技術体系を確立し、技術発信のための情報シス

テムを構築する。

今後の展開方向
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十勝・オホーツク以外の多雪・非土壌凍結地帯（道央、道北など）における
適用地域の拡大および土壌凍結深制御の適用技術として病害虫対策など
への拡張を図る。

野良イモ対策では省力化効果は、夏期農繁期の人力での作業から冬の農閑期の機械作業へ移行する。人
力の防除による数十時間/haから冬の１～数時間/ha作業となり、作業時間が数十分の１に大幅に効率化す
る。費用対効果は野良イモ対策で数万～10万円/haの節減、畑地の生産力向上では砕土性向上および作物
の増収効果で数万～20万円/ha以上の増益見込みとなる。化学農薬の使用削減に繋がり、我が国のジャガ
イモ、タマネギ等の生産の安全・安心な食料の安定的供給が図られ、国民の食生活に寄与できる。

図１ 雪踏み後の積雪深推定の
モデル化

図２ 雪踏み（圧雪）モデルの年最大
土壌凍結深の検証結果
（オホーツク・十勝地方）

図４ JAきたみらい（左）と
十勝農協連（右）に実装された
圧雪（雪踏み）による土壌凍結深
制御の情報システム

生産者は、圃場地点や雪踏み作業日
の入力など簡単な操作だけで土壌凍
結深の推移が表示される。

表１ 雪割り、雪踏み各作物に与える増収効果（窒素溶脱抑制が主要因）
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図３ 秋まき小麦圃場の雪踏み1回
目実施時の積雪深、凍結深と
小麦収量の関係
注）低収は、同一圃場の処理
間でのt検定において5%水準
で有意を示す


